国際交流委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告　　　　　　　　　　　　　　委員長　 久保義弘
委　員　　　　荒田晶子、岡村康司、久保義弘、樽野陽幸、
當瀬規嗣、西田基宏、日比野浩、松岡達

報告事項　　
過去のKOJACH（日中韓）シンポジウムを拡大して、FAOPS加盟国を相手国とした以下のシンポジウムを、国際交流委員会として企画してきた。企画は、すべて各国の生理学会と正式にコンタクトして進め、学会間の国際連携のためのパイプ構築に努めた。

日中韓、日中（第90回、東京）：　
予算 15万円 x 2

日中、日韓（第91回、鹿児島）：　
予算 15万円 x 2

日中、日韓（第92回、神戸）：　
予算 15万円 x 2

日中、日韓、（日Au）（第93回、札幌）：　
予算 15万円 x 2

日中、日韓、日台（第94回、浜松）：　
予算 15万円 x 3

日中、日韓、日台、日Au（第95回、高松）：　
予算 15万円 x 4

これまでは、FAOPS2019の成功という明確な目標に向けてFAOPS各国に限定して活動してきたが、今後は、地域や視野を拡げての活動も可能となる。
そこで、第97回大会（2020年3月17日-19日、別府）、およびそれ以降の大会における国際連携シンポジウム企画等の今後の活動方針について、メールにて意見を求めたところ、以下が寄せられた。
-----------------------------------------------------------------------------

---  1件にして、遠めの国、例えばヨーロッパのどこかとやるのも良いのでは？　予算の問題はある。
---  日中や日韓、日米等のシンポジウムは最近よく聞くので、今回は、古くから神経科学や生理学に精通しているフランスやドイツと協力して実施するというのも面白いと思う。予算の問題はある。

---  FAOPSの国々と同じように低額で招聘できるのは、カナダやアメリカの西海岸では？　限定的に、太平洋沿岸地帯としてFAOPSの国だけでなく、カナダ・アメリカも西海岸に絞って交流するという企画も面白いかもしれない。
---  1件にして、最近シンポジウムを企画していない欧州の国とやるのが、新鮮みがあって良いように思う。15万円上限として、相手国の生理学会と半額ずつ負担、といったことができたら良いのだが。

---  FAOPSの主要国との連携の維持は重要で、定期的に実施するべきだと考える。

----------------------------------------------------------------
今後、さらに検討を進めて具体化し、5月頃開催される第97回大会の拡大プログラム委員会にて時間枠の確保を依頼するとともに、日本生理学会に対し経費の支出をお願いしたいと考えている。
また、Europhysiology2020 （ベルリン）、IUPS2021 （北京）、FAOPS2023 （テヘラン）等の国際生理学会を意識し、プレゼンスを示すことができるよう、シンポジウム企画の提案等を行っていきたい。
理事会への提案（議事として諮りたいことをお書き下さい）　　　　無し
